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《表紙》
　市内小学校12校で入学式
が行われました。中名田小学
校では、満開の桜に見守られ
ながら、保護者に手を引かれ
た新入生7人（男子4人、女
子3人）が入学式に出席。子
どもたちは緊張した面持ちの
中にも笑顔を見せていました。

（4月 7日・下田）

【特集】北陸新幹線若狭ルートの早期実現を目指して
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　県民総ぐるみの運動で昭和 48 年 11 月に整備計画が決定

されてから 40 年が経過した北陸新幹線若狭ルート。

　平成 24 年 6 月に金沢・敦賀間の着工が認可され、新幹

線のレールがすぐそこまでやってきている今、具体的な決定

がないまま現在に至っている敦賀以西ルートの早期決定と公

表が望まれています。

　本市をはじめ嶺南地域の発展に欠かすことのできない若狭

ルートの実現。北陸新幹線若狭ルートの実現にかける熱い思

い、未来を担う子どもたちの夢などを紹介します。
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若狭にひかりを！
〜北陸新幹線若狭ルートの
　早期実現を目指して〜
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。
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嶺
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北陸新幹線の新型車両E7(W7) 系

昭和 48 年の新聞記事のコラージュ

若狭ルート
☞

想定される敦賀以西の 3 つのルート案 
昨年の総決起大会
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小浜商工会議所交通開発委員会
委員長

桂
かつら

田
だ

　定
さだ

樹
き

さん（49 歳・男山）

若狭ルートの実現を目指して〜夢で終わらない小浜の未来〜

若狭ルートのメリットは？
なぜ若狭ルートなの？

平成 25 年 3 月以降の主な活動
25 年 3 月　北陸新幹線若狭ルート建設促進同盟会総会【活動再開】

　　  5 月　北陸新幹線建設促進大会（東京都）

　　  6 月   山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議設立総会
　　　　　　  市長が若狭ルートの実現に支援を要請

　　　　　  市議会が北陸新幹線若狭ルート早期実現特別委員会設置

　　　　　  福井県北陸新幹線建設促進同盟会総会
　　　　　  　敦賀までの早期完成と若狭ルートの早期決定などを求める
　　　　　　　ことを決議

　　　　　  北陸新幹線若狭ルート亀岡・小浜連携推進懇談会（亀岡市役所）
　　　　　　　亀岡・小浜両市長立ち会いのもと、小浜商工会議所から亀
　  　　　　　岡商工会議所に対し、若狭ルート早期実現に向けた連携、
　　　　　 　協力を要請

　　　　　  北陸新幹線若狭ルート建設促進総決起大会（文化会館）
　　　　　　　整備計画どおり小浜市付近を経過地とする駅・ルートの一
　　　　　 　  日も早い公表と大阪までの全線フル規格による整備を政
　　　　　　 府・関係当局に求めることを決議

　　  8 月　市議会と小浜商工会議所との意見交換会

　　10 月　市議会が「北陸新幹線若狭ルート早期整備に関する意見書」 を可決

　　11 月    市議会と亀岡市議会の意見交換会（亀岡市役所）

　　　　　　県選出国会議員との意見交換・中央要請
　　　　　　  市長が知事、県議会、経済界代表などとともに、敦賀まで
　　　　　　 の工期短縮と若狭ルートの早期決定などについて要請

　　12 月   市長と小浜商工会議所交通開発委員会との意見交換会

26 年 2 月　市議会とおおい町議会、若狭町議会との意見交換会

　　　　　  市議会と市老人クラブ連合会、市連合婦人会との意見交換会

北陸新幹線若狭ルート促進同盟会総会
（平成 25 年 3 月 23 日） 

北陸新幹線若狭ルート建設促進
総決起大会　　（平成25年6月23日）

亀岡・小浜連携促進懇談会
（平成 25 年 6 月 20 日）

亀岡市議会・小浜市議会意見交換会
（平成 25 年 11 月 14 日）

若狭の未来を拓く
　先人たちが若狭の未来を拓くという大きな志を持って、多大な努力で勝ち
取った若狭ルート。この志を受け継ぎ、現在、市、市議会、商工会議所や各種
団体など官民一体となって、若狭ルート実現に向けた運動を展開しています。

新大阪への
所要時間短縮効果が最大

若狭ルートは、新大阪に直結するため、湖西ルート
や米原ルートと比べ敦賀・新大阪間の所要時間の
短縮効果が最大。小浜・新大阪間では、現行の約 2
時間 30 分（敦賀経由）から約 2 時間短縮されます。

敦賀・新大阪間所要時間（関西広域連合試算）

現行 若狭ルート 湖西ルート 米原ルート

75 分 33 分 35 分 45 分

※湖西ルート、米原ルートは東海道新幹線への直
　接乗り入れが不透明であるため、それぞれ京都
　や米原で乗り換えが想定され、所要時間は試算
　より更に長くなることが見込まれます。

Point
1

特急路線がなく、車での来訪者が大部分を占める嶺南の各市町
にとって、新幹線によるアクセス・利便性の飛躍的な向上によ
り、観光誘客や交流人口の拡大に絶大な効果が見込まれます。

ちなみに…
　平成 23 年度に全線開業した九州新幹線では、年間
の鉄道需要が開業前の在来線特急に比べ、博多・福岡
間で 38％増、熊本・鹿児島中央間で約 64％増と利用
者が大幅に増加。沿線地域の宿泊数、観光施設の来場
者数、観光消費額なども大幅に増加しています。

新幹線の大量輸送で
観光誘客、交流人口が拡大Point

東海・東南海地震などの発生が危惧される中、若狭ルー
トは災害時などに東海道新幹線の代替機能を果たす完全
二重系統の国土構造が実現でき、国土の強靭化や均衡あ
る発展に大きく役立ちます。

Point
国土の強

きょうじん

靭化と
均衡ある発展に役立つ

2

建設費は、対象経費のうち国が 3 分の 2、県が 3 分
の 1 を負担することとなります。駅の設置が予定
されている本市では、市内建設費のうち駅部と都市
計画区域内の整備費のみを対象に、県負担分の 10
分の 1 を負担することになります。市負担分の 9 割
を借り入れで賄うことができ、その返済に対しては、
交付税で軽減措置が受けられることから、市として
の実質の負担は大きなものとなりません。

Point
建設費の
財政負担は大きくない

3 新幹線の鉄道施設に係る固定資産税が見込まれ、数年で
建設費負担を上回る規模の税収を得ることができます。
駅の設置がない嶺南の沿線各町では建設に対する負担が
なく、固定資産税収入が得られます。

Point
税収の増で
財政面のメリットも大きい

4

5
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小浜商工会議所会頭賞　「海の幸 小浜」

山
やま

田
だ

　玲
れい

菜
な

さん（12 歳・多田）の作品

審査員特別賞　「E7 系と小浜線」

井
いの

上
うえ

　楓
ふう

太
た

くん（11 歳・雲浜一丁目）の作品

みんなの夢をのせて

　将来、新幹線を実際に利用することになる
子どもたちに、新幹線が切り拓くまちの未来
と夢を描いてもらった、「若狭を走る新幹線
〜みんなの夢をのせて〜絵画コンクール」（若
狭青年会議所主催）。嶺南地域の小学生から
649 点の作品の応募があり、新幹線が通って
にぎやかで笑顔があふれるまちの様子など、
いろいろな夢や希望が描かれました。このう
ち、最優秀賞に選ばれた芝田郁香さんに作品
に描いた夢などについて話を聞きました。

芝
しば

田
た

　郁
ふみ

香
か

さん

（12歳・山王前二丁目）の作品

最優秀賞　

「新幹線がやって来た！」

　

鵜
の
瀬
や
国
宝
の
文
化
財
、

海
水
浴
、
若
狭
ふ
ぐ
や
く
ず
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
、
小
浜
に
興
味
が
あ
っ

た
人
た
ち
が
、
新
幹
線
に
乗
っ
て

来
て
、
小
浜
に
着
い
て
う
れ
し
そ

う
な
様
子
。
ま
た
、
そ
の
人
た
ち

を
迎
え
る
小
浜
の
人
た
ち
も
、
た
く

さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
っ
て
、

景
気
が
良
く
な
っ
て
、
う
れ
し
そ
う

な
様
子
を
描
き
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
住
む
美
し
い
自

然
や
景
観
を
残
し
た
ま
ま
、
た
く
さ

ん
の
観
光
客
に
新
幹
線
で
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

森
もり

本
もと

　悠
ゆ

里
り

さん（28 歳・甲ヶ崎）

　私たちの先人が、若狭ルートの早期実現に小浜の未来の夢を抱き、さまざまな活動が行われてきた
こと。また、未来の小浜を担う子どもたちが描いた夢の絵の中で、笑顔あふれる人々の中にある新幹線。
　最後に現代の小浜で、まちの活性化に取り組む若者に北陸新幹線若狭ルートについて率直な意見を
伺いました。

若狭ルートを子や孫の世代へ
　
国
は
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
、
平
成

37
年
度
と
さ
れ
る
敦
賀
ま
で
の
開
業
で

概
成
と
し
て
お
り
、
敦
賀
以
西
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
平
成
47
年
度
と
さ
れ
る

北
海
道
新
幹
線
の
完
成
後
に
整
備
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
陸
新
幹

線
の
整
備
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
敦
賀
ま
で
の
完
成
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
大
阪
ま
で
フ
ル
規
格
で
つ
な
ぐ

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
北
陸
新
幹
線
が
当
初
の
目
的
地
ま
で

　
早
期
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

　
で
整
備
さ
れ
て
き
た
地
域
も
含
め
、

　
沿
線
地
域
全
体
に
と
っ
て
大
変
重

　
要
で
す

　
　
　
　
　
　
↓

・
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
沿

　
線
地
域
の
要
望
を
受
け
、
着
工
認
可

　
区
間
の
工
期
短
縮
に
向
け
た
整
備
手

　
法
の
見
直
し
を
政
府
に
求
め
て
い

　
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
、
平
成

　
26
年
度
末
の
金
沢
開
業
後
、
10
年
か

　
か
ら
ず
に
敦
賀
ま
で
整
備
さ
れ
る
こ

　
と
も
期
待
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
↓

・
敦
賀
開
業
後
で
き
る
だ
け
早
く
大
阪

　
ま
で
フ
ル
規
格
で
つ
な
ぐ
た
め
に
、

　
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
具
体
的
な
ル
ー

　
ト
が
公
表
さ
れ
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

　
ト
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
進

　
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
若
狭
ル
ー

　
ト
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
さ
に
今
、
全

　
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
私
た
ち
の
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
整

備
計
画
に
若
狭
ル
ー
ト
を
勝
ち
取
っ
て

い
た
だ
き
、
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

敦
賀
ま
で
の
工
事
が
始
ま
り
、
新
幹
線

の
レ
ー
ル
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き

て
い
る
今
、
嶺
南
地
域
の
発
展
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
北
陸
新
幹
線
若
狭

ル
ー
ト
を
確
実
な
も
の
と
し
て
、
子
や

孫
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私
た
ち

の
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
機
運
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
県
や
市
議
会
、
商
工
会
議
所
な

ど
関
係
団
体
と
一
丸
と
な
っ
て
、
国
や

関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
若
狭
ル
ー
ト

を
勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

若者も参加して若狭ルートの実現を

　
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
狭
ル
ー
ト
が
実
現
す
れ
ば
、

小
浜
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
々
で
観
光
の
お
客

さ
ん
は
大
幅
に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

も
っ
と
小
浜
を
P 

R 

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
浜
に
し
か
な
い
「
食
」
や

「
自
然
」、「
古
い
町
並
み
」
な
ど
小
浜
の
い
い
と
こ

ろ
を
生
か
し
て
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
県
外
の
人
々
の
若
狭
ル
ー
ト
へ
の
応
援
を

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
若
狭
ル
ー
ト
の
実
現
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
将
来
の
世
代
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
が
自
分
た
ち
の
責
任
だ
と
思
い
ま

す
。
S 

N 

S 

な
ど
の
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
広
く

情
報
発
信
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
、
私
た
ち
も

運
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

AKB48 の「恋するフォーチュ
ンクッキー」の小浜バージョン
の動画制作に取り組む“恋チュ
ン小浜制作組”リーダー

小浜市長
松崎晃治



①
組
織
体
制
の
見
直
し

●
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
の
早
期
実
現
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
企
画
課
内
の
「
総

合
交
通
推
進
グ
ル
ー
プ
」を
、「
北
陸
新
幹
線
・

総
合
交
通
推
進
グ
ル
ー
プ
」に
改
め
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
る
ミ
ラ
ノ
国
際

博
覧
会
で
、
世
界
に
向
け
て
「
食
の
ま
ち
小

浜
」
を
発
信
す
る
た
め
、
食
の
ま
ち
づ
く
り

課
内
に
「
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
推
進
グ
ル
ー

プ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
保
健
事
業
と
一
体
と
な
り
介
護
予
防
事
業
や

生
活
支
援
事
業
を
充
実
。加
え
て
、認
知
症
施
策

を
推
進
し
、
早
期
診
断
・
対
応
に
取
り
組
む
た

め
、健
康
長
寿
課
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。

●
衛
生
関
係
施
設
の
広
域
化
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
、
環
境
衛
生
課
内
の
「
衛

生
グ
ル
ー
プ
」
を
「
衛
生
・
広
域
化
推
進
グ

ル
ー
プ
」
に
改
め
ま
し
た
。

●
昨
年
の
台
風
18
号
で
被
災
し
た
施
設
な
ど
の

早
期
復
旧
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
農
林
水

産
課
・
都
市
整
備
課
の
工
務
担
当
グ
ル
ー
プ
に

技
術
職
員
１
名
ず
つ
の
増
員
を
行
い
ま
し
た
。

●
上
水
道
・
下
水
道
担
当
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
、
上
下
水
道
課
内
の
グ
ル
ー
プ
を
統

合
し
、「
建
設
管
理
グ
ル
ー
プ
」と
し
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
に
開
催
が
内
定
し
た
「
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国
体
」
に
向
け
た
組
織
体
制
強

❾ 広報おばま　平成 26. 5 広報おばま　平成 26. 5 ❽

化
の
た
め
、
職
員
を
福
井
県
教
育
委
員
会
か

ら
受
け
入
れ
ま
し
た
。

②
女
性
職
員
の
登
用
状
況

●
新
た
に
部
次
長
職
１
名
、
課
長
補
佐
職
６

名
（
一
般
事
務
職
の
み
）
を
登
用
し
ま
し
た
。

③
国
、
県
等
と
の
人
事
交
流

●
福
井
県
警
察
本
部
よ
り
、
引
き
続
き
職
員

１
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

●
福
井
県
教
育
委
員
会
よ
り
、職
員
３
人（
後

任
者
受
入
２
人
、
新
規
者
受
入
１
人
）
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

●
嶺
南
広
域
行
政
組
合
に
、
引
き
続
き
職
員

1
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

●
政
策
幹
（
部
長
級
）
＝
河
野
研

【
総
務
部
】

●
部
長
＝
仲
野
郁
夫

【
秘
書
課
】

●
次
長
＝
安
田
一
雄　

●
課
長
補
佐
＝
出
口

雅
浩

【
総
務
課
】

●
次
長
＝
山
口
雅
已　
●
行
政
・
法
務
Ｇ
Ｌ

（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
略
）、拉
致
被
害
者
・

家
族
支
援
Ｇ
Ｌ
、
男
女
共
同
参
画
推
進
Ｇ
Ｌ

＝
松
見
一
彦　

●
人
事
・
教
育
Ｇ
Ｌ
＝
佐
々

木
宏
明　
●
契
約
検
査
Ｇ
Ｌ
＝
岩
滝
満
彦

【
税
務
課
】

●
課
長
＝
大
下
雅
章　
●
徴
税
Ｇ
Ｌ
＝
四
方

宏
和　
●
庶
務
Ｇ
Ｌ
＝
岩
本
秀
子　
●
課
税

Ｇ
Ｌ
＝
今
村
昭
広

【
生
活
安
全
課
】

●
次
長
＝
天
谷
祥
直　

●
防
災
Ｇ
Ｌ
＝
兼
田

清
史　
●
交
通
・
防
犯
Ｇ
Ｌ
＝
松
本
一
良　

●
消
費
生
活
相
談
Ｇ
Ｌ
＝
畑
中
三
枝

【
企
画
部
】

●
部
長
＝
南
谷
憲
児

【
企
画
課
】

●
次
長
＝
橋
本
長
一
朗　

●
政
策
推
進
Ｇ
Ｌ

＝
東
野
克
拓　
●
企
画
調
整
Ｇ
Ｌ
＝
澤
谷
欣

弘　

●
北
陸
新
幹
線
・
総
合
交
通
推
進
Ｇ
Ｌ

＝
内
田
和
信

【
市
民
協
働
課
】

●
課
長
＝
松
井
直
美　

●
市
民
協
働
Ｇ
Ｌ
＝

藤
本
雅
樹　
●
広
報
・
広
聴
Ｇ
Ｌ
、
情
報
・

統
計
Ｇ
Ｌ
＝
大
山
孝
幸

【
財
政
課
】

●
課
長
＝
伊
須
田
尚　

●
財
政
・
行
政
改
革

推
進
Ｇ
Ｌ
＝
山
口
久
範　

●
管
財
Ｇ
Ｌ
＝
日

比
野
伸
彦

【
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

●
課
長
＝
北
野
絹
子　

●
食
の
ま
ち
づ
く
り

Ｇ
Ｌ
＝
竹
本
雅
之　
●
食
育
推
進
Ｇ
Ｌ
、
ミ

ラ
ノ
国
際
博
覧
会
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
中
田
典
子

【
民
生
部
】

●
部
長
＝
吉
村
忠
康

【
社
会
福
祉
課
】

●
課
長
＝
中
野
純
子　

●
生
活
支
援
Ｇ
Ｌ
＝

橋
本
敏
博　
●
障
が
い
・
母
子
福
祉
Ｇ
Ｌ
＝

松
宮
眞
由
美　
●
少
子
化
対
策
・
児
童
保
育

Ｇ
Ｌ
＝
山
口
幹
子　

●
母
と
子
の
家
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
園
長
＝
片
山
忍　

●
浜
っ

子
こ
ど
も
園
長
、
小
浜
保
育
園
長
＝
地
村
秀

代　
●
同
園
副
園
長
＝
中
本
玲
子　

●
雲
浜

保
育
園
長
＝
車
田
民
江　
●
西
津
保
育
園
長

＝
水
本
和
子　
●
内
外
海
保
育
園
長
＝
河
野

美
智
江　

●
国
富
保
育
園
長
＝
池
田
裕
子　

●
宮
川
保
育
園
長
＝
畑
多
佳
子　

●
松
永
保

育
園
長
＝
西
川
圭
子　
●
遠
敷
保
育
園
長
＝

畠
中
洋
子　
●
口
名
田
保
育
園
長
＝
野
村
恵

●
中
名
田
保
育
園
長
＝
小
林
美
希　
●
加
斗

保
育
園
長
＝
大
橋
敏
美

【
健
康
長
寿
課
】

●
課
長
＝
齊
藤
睦
美　
●
介
護
保
険
Ｇ
Ｌ
＝

知
見
康
代　

●
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｌ
＝

善
定
末
雄　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
次

長
＝
安
倍
小
百
合
　
●
保
健
・
食
の
安
全
Ｇ

Ｌ
＝
山
本
佳
代
子

【
環
境
衛
生
課
】

●
次
長
＝
松
田
克
彦　
●
衛
生
・
広
域
化
推
進

Ｇ
Ｌ
＝
岡
正
人　
●
環
境
・
水
保
全
Ｇ
Ｌ
＝
青

木
英
希　
●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
＝
津
田

実　
●
衛
生
管
理
所
次
長
＝
重
田
富
士
雄　
●

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
次
長
＝
岸
本
洋
一

【
市
民
課
】

●
次
長
＝
小
南
弘
幸　
●
市
民
窓
口
Ｇ
Ｌ
＝
松

﨑
英
子
　
●
保
険
・
年
金
Ｇ
Ｌ
＝
藤
本
倫
子

【
産
業
部
】

●
部
長
＝
藤
本
周
次

【
商
工
観
光
課
】

●
課
長
＝
山
下
善
嗣　
●
商
工
振
興
Ｇ
Ｌ
、

企
業
誘
致
・
雇
用
推
進
Ｇ
Ｌ
＝
畑
田
康
広 

●
観
光
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
清
水
淳
彦　

●
観
光
振

興
Ｇ
Ｌ
、
国
際
・
都
市
間
交
流
Ｇ
Ｌ
＝
河
島

ミ
キ
子　
●
地
域
力
活
用
・
六
次
産
業
推
進

Ｇ
Ｌ
＝
長
見
康
弘

【
農
林
水
産
課
】

●
政
策
幹
＝
河
野
研　
●
農
業
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
前

野
浩
良　
●
農
業
委
員
会
Ｇ
Ｌ
＝
西
島
登
美　

●
林
業
・
水
産
振
興
Ｇ
Ｌ
＝
石
田
悟
司
　
●
計

画
・
整
備
Ｇ
Ｌ
、鳥
獣
害
対
策
Ｇ
Ｌ
＝
田
中
正
俊

【
都
市
整
備
課
】

●
次
長
＝
小
嶋
直
人　
●
道
路
河
川
管
理
Ｇ
Ｌ

＝
上
窪
弘
之　
●
計
画
Ｇ
Ｌ
＝
松
﨑
行
生　
●

整
備
Ｇ
Ｌ
＝
角
野
覚　
●
建
築
景
観
Ｇ
Ｌ
＝
河

原
弘
和 

●
住
宅
管
理
Ｇ
Ｌ
＝
松
川
雅
弘　
●

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
対
策
Ｇ
Ｌ
＝
田
井
隆
行

【
上
下
水
道
課
】

●
課
長
＝
地
村
知
代　
●
上
水
普
及
経
営
Ｇ
Ｌ

＝
和
久
田
恒
義　
●
下
水
普
及
経
営
Ｇ
Ｌ
＝
岡

田
美
智
子　
●
建
設
管
理
Ｇ
Ｌ
＝
上
野
正
博

【
会
計
課
】

●
会
計
管
理
者
（
部
長
級
）
＝
内
方
政
弘　

●
課
長
補
佐
＝
田
中
陽
子

【
議
会
事
務
局
】

●
局
長
（
部
長
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長
事
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努力と挑戦

平成26年度 市の組織と人事 辞令交付式（市庁舎・4月1日）



広報おばま　平成 26. 5❿

　食文化館（川崎三丁目）で、「第 1 回ツナガ
ル・マルシェ」が開催されました。このイベ
ントは、全国の若手農業者の交流と、生産者・
消費者をつなげることを目的に、県青年農業
者クラブ連絡協議会が初めて企画。会場では、
全国各地の農産物の販売や、野菜や果物を使っ
た新しいグルメの販売などが行われました。

2014
May

　「食」でツナガル！ 　だるま窯を次の世代へ！4
6

　健康管理センター（南川町）で、食生活改善
推進員連絡協議会（すこやか会）が、オリジナ
ル体操「みんな笑顔で」を初披露しました。朝
食をとることや、バランス良く食べることなど
を表現したこの体操は、正しい食生活と運動の
普及を目的に作られました。今後は、市内の料
理教室などを通じて普及させていく予定です。

　小浜公園（青井）で、佐
さ く ま

久間艇
ていちょう

長顕彰祭が行わ
れました。これは、潜水艇事故で命を落とした郷
土の偉人・佐

さ く ま

久間勉
つとむ

艇
ていちょう

長の遺徳を後世に伝えよ
うと、市と歴史と文化を守る市民の会が毎年開
催。出席した在日米海軍副司令官のマイク・コー
ルマン大佐は、「佐久間大尉の勇敢さと人間性は
士官としての模範」と、スピーチを送りました。

　新登場の健康体操 みんなで踊ろ3
30

⓫ 広報おばま　平成 26. 5

　郷土の偉人をしのんで4
15

4
13

 5
☆

フォト
〜〜

〜〜N
ニュース

ews

▲3月21日〜23日まで「おばま落語まつり」が開催。1日目の
全国アマチュア落語大会には16人が出演（文化会館・3月21日）

落語の祭典で大笑
い

▲市と株式会社ママーストアーとの間で、災害時の生活
物資の供給協力について協定を締結（市役所・3月25日）

災害に備えて連携

　かつて市の伝統産業だった若狭粘土瓦を焼い
た〝だるま窯

がま

〟の保存上屋竣工記念式典が上中
井区で行われました。地域住民らで作る「若狭
だるま窯を守る会」が、窯を雨風から守る上屋
を整備しました。式典で、同会の辻

つ じ い

井晴
せ い い ち

一代表（66
歳・口田縄）は、「産業遺産として次世代へ引き
継ぐことが我々の責任」と、決意を述べました。

　平成 26 年度「若狭おばまキラ
ラメイツ」に任命されたのは、
松
ま つ お

尾ひとみさん（23 歳・福邦銀
行小浜支店）と伊

だ て

達冬
ふ ゆ な

菜さん（20
歳・ホテルせくみ屋）です。
　松尾さんは、「小浜の良さを多
くの人に伝えたい」と意欲を示
し、伊達さんは、「自分も学びな
がら、笑顔で PR したい」と抱
負を述べました。
　二人は来年 3 月まで、市内外
のイベントなどに参加して、小
浜の魅力をＰＲしていきます。

　市が初めて公募した「地域おこ
し協力隊員」に、宮城県名取市出
身の相

あ い

澤
ざ わ

弘
ひ ろ

美
み

さん（37 歳）が採用
されました。地域おこし協力隊員は、
市の地域資源を外部目線で検証し、
地域資源を生かした観光プログラ
ム、ツアープランなどの企画・開発・
情報発信などに取り組みます。
　辞令交付の後、市長との面談で

「観光客と地域の人が交流できる
ようなイベントを企画できれば」
と抱負などを語りました。任期
は 1 年。（最長 3 年まで継続可）

▲キララメイツ引継式で笑顔で抱負を述べる松
尾さん（右）と、伊達さん（市役所・4月 9日）

▲松崎市長との面談で、小浜のまちの印象や今
後の抱負などを語る相澤さん（市役所・4月1日）

本
年
度
の
キ
ラ
ラ
メ
イ
ツ
が
決
定

小
浜
の
宝
を
掘
り
お
こ
し
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くらしの情報●小浜市役所
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くらしの
情報
5月

生活習慣病検診
健康管理センター☎ 52・2222

すこやか食育教室
健康管理センター☎ 52・2222

　お父さん、お母さんを対象にした
食育教室に参加してみませんか？
とき・ところ　希望を聞いて調整
対　象　小学生以下の子どもがい
　　　　る親の所属する団体（参
　　　　加可能人数は10〜30人）
内　容　食事についての学習や調
　　　　理実習、試食
参加費　1 人 100 〜 300 円（参加
　　　　人数によって変わります）
申込期限　5 月 30 日㊎

歯のゼミナール
健康管理センター☎ 52・2222

　若狭地区歯科医師会では、歯の
ゼミナールを開催します。
と　き　6 月 7 日㊏ 10 時〜 14 時
　　　　50分（受付14時30分まで）
ところ　健康管理センター（南川町）
内　容　歯の検診・相談、フッ素
　　　　塗布、咬

こうごうりょく

合力測定など
※申し込み不要。参加費無料

後期高齢者医療制度加入者
の個別検診

健康管理センター☎ 52・2222

　5 月 1 日から指定の医療機関で
個別検診が受けられます。
内　容　基本健診、がん検診（肺・
　　　　胃・大腸・子宮・乳）
料　金　無料
※健康管理センターで発行する受
　診券を持って、医療機関で受診

�お知らせ�
軽自動車税の減免申請

対　象　①障がい者（身体、知的、
　　　　　精神）が使う自動車
　　　　②障がい者と生計をとも
　　　　　にする家族が、障がい者
　　　　　のために使う軽自動車
　　　　　（通院証明書などが必要）
その他　障がいの等級によっては、
　　　　減免を受けられないこと
　　　　があります。また、自動
　　　　車税（普通自動車）の減免
　　　　や福祉タクシーと重ねて
　　　　受けることはできません
持ち物　①身体障がい者手帳、療
　　　　　育手帳、精神障がい者
　　　　　保健福祉手帳のいずれか
　　　　②運転免許証
　　　　③車検証　④印鑑
申請期限　5 月 26 日㊊
※軽自動車税の減免を受けるには、
　毎年税務課へ申請が必要です

税務課☎ 64・6004

　ひとり親家庭を対象に、養育費
に関する相談会を実施します。
と　き　5 月 11 日㊐ 13 時〜 15 時
ところ　敦賀市福祉総合センター
　　　　（敦賀市東洋町）
※相談は無料で秘密は守られます
※電話相談も受け付けています
　☎ 0770・22・1700

　市議会では、議会報告会を 3 会
場同時に開催します。議会の報告
と、市民の皆さんの意見を議会活
動に反映させることが目的です。
と　き　5 月 9 日㊎ 19 時〜 21 時
ところ　西津公民館（北塩屋）
　　　　遠敷公民館（市場）
　　　　今富公民館（和久里）
内　容　3 月定例会の報告、公共
　　　　交通問題について、社会
　　　　保障政策についてなど

　母子家庭の母、父子家庭の父お
よび寡

か ふ

婦（夫と死別または離別し、
再婚していない女性）を対象に、
就業支援講習会（パソコン）を実
施します。
【エクセルコース】
と　き　5 月 17 日〜 8 月 9 日の
　　　　土曜日のうち 10 回
申込締切　5 月 9 日㊎
【ワードコース】
と　き　8 月 31 日〜 11 月 16 日の
　　　　日曜日のうち 10 回
申込締切　8 月 22 日㊎
ところ　敦賀市男女共同参画セン
　　　　ター（敦賀市三島町）
時　間　10 時〜 17 時
　　　　※初日のみ 9 時 30 分〜
定　員　各 15 人
参加費　各 5,000 円（テキスト代）
申し込み　NPO 法人就業支援ネット
　　　　ワーク福井支部☎ 0776・
　　　　68・1643

ひとり親家庭の巡回養育費相談

議会報告会ひとり親家庭の就業支援講習会

社会福祉課☎内線 186

議会事務局☎ 64・6035社会福祉課☎内線 186

　　　　　　　　プロ野球観戦バスツアー
　　　御食国大使（丸善食品株式会社 大

おおさわ

澤昭
しょうじ

二さん）からプロ野球
　　（オリックスＶＳ中日戦）観戦の招待状が届きました。ドーム
　　で昼食付きの観戦です。たくさんの応募お待ちしています。

　　と　き　6 月 15 日㊐ 9 時 30 分市役所前集合（試合開始 14 時）
　　ところ　京セラドーム大阪（大阪市西区）
　　募集人数　40 人（ペア 20 組）　※応募者多数の場合は抽選
　　対　象　小浜市民（高校生以下の場合は保護者同伴）
　　参加費　無料
　　応募方法　ペアで申し込み（応募は 1 人 1 回限り）
　　　　　　往復はがきに 2 人の住所、氏名、年齢、連絡先を
　　　　　　記入（返信用には代表者の住所、氏名を記入）
　　応募期限　5 月 16 日㊎ 17 時必着
　　応募先　〒 917-0081　小浜市川崎 3 丁目 4 番食文化館内

　　　　　食のまちづくり課　野球観戦ツアー係

御食国大使からの特別企画

乾燥肥料の無料配布
衛生管理所☎ 52・1522

人権擁護委員
生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

　し尿を処理した後にできる「乾
燥肥料」を無料配布します。1 人
20 袋までで、なくなりしだい終了。
と　き　5 月 11 日㊐ 8 時 30 分〜
ところ　衛生管理所（荒木）
その他　開封後は早めに散布し、
　　　　必ず覆

ふくど

土してください

　4 月 1 日付けで法務大臣から次の人
に人権擁護委員の委嘱がありました。
●上田知栄子（新任）
　遠敷一丁目 1010 番地
●田村由美子（再任）
　水取四丁目 4 番 12 号

納期 納期限 税目・期別
4 月 　 4 月 30 日　 固定資産税・都市計画税　第 1 期

5 月 　 6 月　2 日　 軽自動車税　　　　　　　第 1 期

6 月 　 6 月 30 日　 市・県民税　　　　　　　第 1 期

7 月 　 7 月 31 日　 固定資産税・都市計画税　第 2 期
国民健康保険税　　　　　第 1 期

8 月 　 9 月　1 日　 市・県民税　　　　　　　第 2 期
国民健康保険税　　　　　第 2 期

9 月 　 9 月 30 日　 国民健康保険税　　　　　第 3 期

10 月 　 10 月 31 日　 市・県民税　　　　　　　第 3 期
国民健康保険税　　　　　第 4 期

11 月 　 12 月　1 日　 固定資産税・都市計画税　第 3 期
国民健康保険税　　　　　第 5 期

12 月 　 1 月　5 日　 国民健康保険税　　　　　第 6 期

1 月 　 2 月　2 日　 市・県民税　　　　　　　第 4 期
国民健康保険税　　　　　第 7 期

2 月 　 3 月　2 日　 固定資産税・都市計画税　第 4 期
国民健康保険税　　　　　第 8 期

【平成 26 年度 納税カレンダー】 ■問い合わせ　税務課☎内線137

と　き　5 月 23 日㊎、28 日㊌、
　　　　6 月 4 日㊌、6 日㊎
　　　　※ 23 日、28 日は 40 歳
　　　　　〜 74 歳までの国民健
　　　　　康保険加入者が対象
ところ　健康管理センター（南川町）
　　　　※ 4 日のみ田烏漁協組合
内　容　特定（基本）健診、がん
　　　 　検診（肺・胃・大腸・子宮・
　　　 　乳・前立腺）、C・B 型肝
　　　 　炎ウィルス検査、骨検診
　　　　※ 4 日は子宮・乳がん
　　　　　検診なし
申込期限　定員がありますので、早
　　　　めにお申し込みください
※特定健診は、ご加入の健康保険
　者が発行した受診券が必要です

クリーンアップふくい大作戦

山川登美子記念館ミニ企画展
「登美子が描く若狭雲浜八景」

　市内全域で「クリーンアップふ
くい大作戦」を実施します。当日
は不法投棄のごみ、草刈りで刈っ
た草木、側溝汚

お

泥
でい

（ヘドロのみ）
などを受け入れます。
受入時間　6 月 1 日㊐ 8 時 30 分〜 12 時
受入場所　
燃やすごみ▶クリーンセンター（谷田部）
不燃物ごみ▶リサイクルプラザ（深谷）
※雨天の場合も開放します
その他　家庭や事業所からのごみ
　　　　は受け入れできません

と　き　4 月 26 日㊏〜 5 月 19 日㊊
　　　　いずれも 9 時〜 17 時
　　　　（入館は16時30分まで）
　　　　※4月30日㊌、5月7日㊌、
　　　　　13 日㊋は休館日
ところ　山川登美子記念館（千種一丁目）
入館料　大人 300 円、高校・大学生
　　　　200 円、中学生以下無料

環境衛生課☎内線 143

文化課☎ 64・6034
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くらしの情報●小浜市役所

�スポーツ� �募　集�
一緒に登りませんか

小浜山の会

　小浜山の会では、恒例の「一緒
に登りませんか」の参加者を募集
しています。
と　き　5 月 25 日㊐　
ところ　達

だ る ま が み ね

磨ヶ峰（913㍍兵庫県）
　　　　から段

だんがみね

ヶ峰（1,103㍍同県）
　　　　※下山後は温泉に入る予定
集　合　6 時 30 分に県若狭合同
　　　　庁舎駐車場（遠敷一丁目）
対　象　小学生以上
定　員　先着 30 人
参加費　大人 4,000 円、子ども
　　　　3,000 円（入浴代別途）
申し込み　5 月 16 日㊎までに
　　　　ボランティアセンター
　　　　☎ 52・7837 へ

と　き　5 月 16 日㊎、17 日㊏、
　　　　19 日㊊　
　　　　いずれも 10 時〜 13 時
ところ　食文化館（川崎 3 丁目）
内　容　ひじきご飯、新じゃがと
　　　　牛肉バルサミコ煮、焼き
　　　　サバ汁、かしわもちなど
定　員　各先着 30 人
参加費　700 円
申込期限　実施日の 3 日前

季節の調理体験〜 5 月編〜
御食国若狭おばま食文化館☎ 53・1000

　市では、ボランティア市民活動
団体などの自主的な社会貢献活動
を支援するために、必要な材料、
消耗品を現物支給します。
対　象　①市または社会福祉協議
　　　　　会にボランティア登録
　　　　　している団体
　　　　②社会貢献活動を行って
　　　　　いる市民団体
支給額　上限1件3万円（年度1回）
申し込み　申請書、見積書、団体の事
　　　　業計画・事業実績・名簿を
　　　　市民協働課まで（様式も同課）
申込期限　5 月 16 日㊎

夢づくり市民活動支援事業
市民協働課☎内線 372

　市では、第 6 期介護保険事業計
画および老人福祉計画の策定委員
を募集します。
対　象　40 歳以上の市民で、介護に
　　　　関心のある人や介護体験者
募集人数　1 人
申し込み　住所、氏名、年齢、電話
　　　　番号を記入した紙に、介
　　　　護または福祉に関する作
　　　　文（800 字程度）を書い
　　　　て健康長寿課へ提出
申込期限　5 月 16 日㊎ 17 時まで
※委員会は年 5 回程度開催予定
　です

介護保険事業計画等策定委員
健康長寿課☎内線 163

日本語ボランティア入門講座
福井県国際交流嶺南センター☎ 0770・21・3455

　日本語を教える基礎を学び、外
国籍の人を支援するボランティア
活動をしませんか。
と　き　5 月〜 12 月の土曜日また
　　　　は日曜日　いずれも 13 時
　　　　30 分〜 16 時 30 分
ところ　県国際交流嶺南センター
　　　　（敦賀市神楽町）
内　容　基礎Ⅰ・Ⅱ（全 16 回）
定　員　20 人（要申し込み）
受講料　各2,500円（テキスト代別）
※応募資格など詳しくはお問い合
　わせください

　6 月・7 月の 2 カ月分のパスカー
ドを発行します。
【広峰駐車場】　160 枚（先着順）
【駅前駐車場】　  50 枚（先着順）
と　き　5 月 25 日㊐から
　　　　9 時〜 18 時
ところ　道の駅「若狭おばま」
　　　　物産館（和久里）
料　金　各 10,800 円（2 カ月分）
※学生割引があります
※伏原・生守駐車場の利用者も募
　集しています

市営駐車場パスカード発行
おばま観光局☎ 56・3366

■協議会への問い合わせ　企画課☎内線 345

新緑ます祭
　 5 月 18 日㊐
　 醒

さめがいようそんじょう

井養鱒場

　 （米原市上丹生）

　 醒井養鱒場

　 ☎ 0749・54・0301

時

場

問

米
原

賤
し ず が た け

ヶ岳まつり
　 5 月 11 日㊐
　 賤ヶ岳リフト駐車場

　 （長浜市木之本町）

　 奥びわ湖観光協会

　 ☎ 0749・82・5909

時

場

問

長
浜

ござんせフェスティバル
　 5 月 3 日㊏㊗、4 日㊐㊗
　 きのこの森（おおい町鹿野）

　 （株）おおいきのこの森

　 ☎ 78・1713

お
お
い時

場

問

わかさあじさいマラソン
　 6 月 8 日㊐
　 野木小学校（若狭町野木）

　 若狭町教育委員会

　 ☎ 0770・45・2222

若
狭時

場

問

早瀬子供歌舞伎
　 5 月 5 日㊊㊗
　 日吉神社（美浜町早瀬）

　 美浜町観光協会

　 ☎ 0770・32・0222

美
浜時

場

問

小
浜
お城まつり
　 5 月 2 日㊎、3 日㊏㊗
　 小浜神社（城内一丁目）

　 若狭おばま観光案内所

　 ☎ 52・2082

時

場

問

高
浜
ふれあい広場
　 5 月 25 日㊐
　 城山公園 （高浜町事代）

　 高浜町教育委員会

　 ☎ 72・2888

時

場

問

びわこトライアストロン
　 7 月 6 日㊐
　 高島B&G海洋センター

　 （高島市宮野）

　 同実行委員会（市民スポーツ課）

　 ☎ 0740・32・4459

高
島時

場

問

つるがクラフトマーケット
　 5 月 17 日㊏〜 18 日㊐
　 敦賀駅前商店街

　（敦賀市鉄輪町）

　 港都つるが株式会社

　 ☎ 0770・20・0015

時

場

問

敦
賀

福滋県境交流促進協議会【会員市町イベント予定】

と　き　5 月 31 日㊏ 13 時 30 分〜
ところ　働く婦人の家（大手町）
内　容　エンディングノートの活
　　　　用とその書き方
講　師　青

あ お き

木克
かつひろ

博さん（県金融広
　　　　報アドバイザー）
参加費　500 円
申込締切　5 月 30 日㊎

　どこの国にも属さない国際語エ
スペラント語の講座です。平等で
平和を目指す庶民のための言葉を
学びませんか。
と　き　5 月 21 日㊌、30 日㊎、
　　　　6 月 4 日㊌、13 日㊎、
　　　　18 日㊌、27 日㊎ 全 6 回
　　　　いずれも 19 時 30 分〜
ところ　働く婦人の家（大手町）
講　師　北

きたがわ

川昭
しょうじ

二さん（福井エス
　　　　ペラント会代表）
参加費　1,000 円（テキスト代）
申込締切　5 月 15 日㊍
※ 10 月 11 日㊏〜 13 日㊊㊗に小浜
　でエスペラント協会全国大会が開催

終活講座

エスペラント語講座

働く婦人の家☎ 52・7002

働く婦人の家☎ 52・7002

　90 分で指定の飲食店 4 カ所を
まわるイベントです。各店舗では
1 品と 1 ドリンクが提供されます。
と　き　5 月 15 日㊍ 19 時〜
ところ　市内指定の飲食店
参加費　前売券 3,500 円
　　　　当日券 4,000 円
問い合わせ　社交飲食業同業組合
　　　　　若狭支部☎ 53・1727
※ゴール終了後には、景品が当たる
　空くじなしの抽選会があります

はしご酒大会
商工観光課商工観光課

平成 25 年ふるさと納税
ありがとうございました
41 人から 284 万円の寄付をい

ただきました。寄付は「いいと

こ小浜づくり協働推進事業」な

どに利用させていただきます。

■問い合わせ 企画課☎内線 344

高谷 信好 様（神奈川県）1 万円
松井 政二 様（千葉県）2 万円
川口 専造 様（大阪府）1 万円
仲塚 英一 様（大阪府）5 万円
財前 大樹 様（京都府）5 千円
宇野 文男 様（三重県）5 万円
金本 好正 様（東京都）4 万円

向出 宏二 様（福井県）、出口 源太 様（大阪府）、芝 勇太郎 様（兵庫県）
伊勢 宣孝 様、服部 圭代 様、岡本 渡 様、太田 康彦 様、比嘉 豊子 様  匿名 19 人

宮川 芳光 様（京都府）     1 万円
石谷 彰彦 様（東京都）     5 万円
菅原 昌一 様（山形県）   12 万円
橋本 嘉之 様（東京都）   10 万円
高島 賢 　様（東京都）　  5 万円
清水 康夫 様（大阪府）  15 万円
魚住 精三郎 様（岐阜県）  5 千円

集会所トイレ洋式化に補助
健康長寿課☎ 64・6015

　集会所のトイレを洋式化する区
へ工事費の一部を補助します。
目　的　高齢者の生きがい活動や
　　　　介護予防活動の促進
補助率　補助対象経費の 20％
限度額　10 万円
申請期限　9 月 30 日㊋
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【補助対象者】
●市内に事業所を開設する会社または個人
●個人の場合は、市内に住所を有する（もしくはその予定の）
　者であること

【補助内容】
以下の経費の 2 分の 1 を補助（千円未満切り捨て）
改装費補助▶空き店舗・空き工場などの改装費に対する補助
賃借料補助▶期間 1 年（12 カ月）にわたり支払われた賃借
　　　　　　料に対する補助

　市では、市内の空き店舗、空き工場などを活用した
新規事業所開設に対して補助します。

業種 対象地域 新規
雇用者数

補助金限度額
改装費 賃借料

製造業
中心市街地

３人以上 150 万円 60 万円
２人以上 50 万円 30 万円

その他の区域 ３人以上 150 万円 60 万円

その他
の業種

中心市街地 ２人以上 50 万円 30 万円
その他の区域 ３人以上 50 万円 30 万円

【補助限度額】

【補助要件】
● 2 カ月以上前から空いている市内の空き店舗・空
　き工場などを利用すること
●ほかの補助対象になっていないこと
●業種および対象地域の区分に応じ、左表の基準
　以上の新規雇用者を確保すること
●新規事業所を賃貸する場合、賃貸借人の間に特
　別な利害関係がないこと
　個人▶ 3 等親以内の親族の場合など 
　法人▶関連会社同士の場合など
※飲食店のうち「スナック」など、一部の業種で
　補助対象とならない場合があります

【申請方法】
新規事業所開設 1 カ月前までに市へ認定申請書を
提出

このページに関する問い合わせは ▶商工観光課 ☎ 53・9705 このページに関する問い合わせは ▶市民体育館 ☎ 53・0064

名　称 対　象 条　件 融資限度額（利率）・補助限度額

中小企業
融資制度

　「お店を改装したい」など事
　業運営のための資金が必要
　なとき

　●市内で事業を 6 カ月以上営んでいる
　●市税を完納している
　●償還能力がある

　1,000 万円
　県信用保証協会の
　▶保証あり　〜 1.50％※ 1
　▶保証なし　〜 1.90％

勤労者 ･ 就業者
生活安定資金

　「車を買い換えたい」「旅行に
　行きたい」などのとき

　●市内在住
　●償還能力がある
　●現職場に 1 年以上勤務している

　150 万円
　▶ 3 年以内　〜 1.30％
　▶ 5 年以内　〜 1.60％

未組織労働者
保証料補給金

　県労働者信用基金協会から
　債務保証を受けて、労働金
　庫から融資を受けるとき

　●市内在住
　●労働組合に加入していない労働者

　▶生活資金　150 万円
　▶福祉資金　300 万円
　▶住宅資金　500 万円
　いずれも保証料の 2 分の 1

中小企業信用
保証料補給金

　県の「経営安定資金」融資を
　利用した市内中小企業者に
　信用保証料の一部を補助

　●県経営安定資金の「融資対象 1 〜 7」
　　に該当する中小企業者で、セーフ
　　ティネット保証（5 号）の市長認
　　定を受けている
　●市税を完納している
　●信用保証料を全額一括納入している

　一括納入した信用保証料（信
　用保証を利用する際に支払
　わなければいけない対価）の
　3 分の 1 の額（10 万円上限）
　※ 2

※ 1　全額を一括納入した信用保証料の 3 分の 1 について、10 万円を限度として補助します
※ 2　県が 3 分の 1 の信用保証料補給を行っているときは、一括納入した信用保証料を 3 分の 2 で割り戻した額の 3 分の 1

※県などでも中小企業などを対象とした融資制度や補助制度
　を用意しています。
　詳細は、県商業振興・金融課☎ 0776・20・0373、ふくい産業
　支援センター0776・67・7400、小浜商工会議所52・1040まで

月 日 種　目

5

10 ㊏
春季市民
グラウンドゴルフ大会

11 ㊐ 市民山登り大会

18 ㊐
地区対抗
ソフトボール大会

6 22 ㊐
地区対抗
バレーボール大会

7
19 ㊏
21 ㊊㊗
26 ㊏

第 45 回
小浜市学童野球大会

8 31 ㊐
県スポーツ少年大会

（嶺南会場）

10

18 ㊏
秋季市民
グラウンドゴルフ大会

19 ㊐ 市民体育祭

11

9 ㊐
第 60 回
嶺南駅伝競走大会

15 ㊏
16 ㊐

地区対抗
バスケットボール大会

23 ㊐㊗
第 63 回
小浜市駅伝競走大会

24 ㊊㊗
第 40 回スポ少
バドミントン交歓大会

12

6 ㊏
7 ㊐

第 26 回ミニ
バスケットボール大会

14 ㊐

第 3 回スポ少
ドッヂビー交歓大会

合同体力テスト

H27
1

18 ㊐
地区対抗
バドミントン大会

2

8 ㊐ 地区対抗卓球大会

11 ㊌㊗
第 47 回
小浜市柔剣道大会

21 ㊏
市民
スティックリング大会

教室名 期間 対象 申込期間

テニス
（一般）

5 月 10 日〜
7 月 12 日
の毎週㊏

高校生以上
定員 20 人

5 月 7 日㊌まで
テニス

（小中学生）

5 月 10 日〜
7 月 12 日
の毎週㊏

小学 3 年生以上
定員 20 人

バドミントン
（一般女性）

5 月 9 日〜
7 月 25 日
の毎週㊎

18 歳以上の女性
定員 20 人

バドミントン
（小中学生）

10 月 16 日〜
11 月 20 日
の毎週㊊㊍

小学 3 年生以上
定員 20 人

9 月 16 日㊋〜
10 月 14 日㊋

弓道教室
（一般）

5 月 19 日〜
6 月 19 日
の毎週㊊㊍

18 歳以上
定員 20 人

5 月 13 日㊋まで

ミニバスケットボール
（小学生）

11 月 4 日〜
12 月 5 日
の毎週㊋㊎

小学 5・6 年生
定員 20 人

10 月 1 日㊌〜
10 月 29 日㊌

ショートテニス
（小学生）

1 月 10 日〜
3 月 14 日
の毎週㊏

小学 1 〜 4 年生
定員 20 人

12 月 10 日㊌〜
平成 27 年 1 月 7 日㊌

若狭卓球クラブ 毎週㊋㊍㊎ 小学生以上

いつでも可

小浜ジュニア
陸上クラブ

毎週㊐
小学
4 〜 6 年生

少年
レスリング教室

毎週㊊㊍
4 歳〜
小学 6 年生

小浜
バドミントンジュニア

毎週㊋ 小学生以上

小浜少年柔道教室 毎週㊊㊍
小学
1 〜 6 年生

小浜少年剣道教室 毎週㊋㊍㊏ 年中組以上

少年ラグビー教室 毎週㊐
年長組〜
小学 6 年生

アルタス小浜
ジュニアサッカースクール

月 3 〜 4 回㊏
小学
3 〜 6 年生

隔週㊐
小学
1・2 年生

【 スポーツ大会 】【 スポーツ教室 】

商工観光課 重
し げ た

田 主事

この補助金を

使って、空き

店舗を活用し

てください！

の融資・補助制度市

ちなか等活力支援事業補助金ま 成 26 年度  スポーツ教室、スポーツ大会のご案内平

※利率は平成 26 年 4 月現在（変動する場合があります）

※スポーツ教室は参加費が必要です。詳しくはお問い合わせください
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ア
ー
ト
＆
カ
ル
チ
ャ
ー

  

イ
チ
押
し
！
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

　
俳
句
の
伝
統
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

す
る
俳
句
作
家
協
会
。
会
長
の
信し

ん
た
に谷
冬ふ

ゆ
き木
さ

ん（
71
歳・上
中
井
）に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
会
で
は
毎
年
５
月
に
尾お

ざ
き崎

放ほ
う
さ
い哉

忌
俳
句

大
会
、
11
月
に
小
浜
市
俳
句
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
年
数
回
、
近
郊

を
散
策
し
て
俳
句
を
作
る
吟ぎ

ん
こ
う
か
い

行
会
も
催
し

て
い
ま
す
」
と
、
会
の
活
動
を
話
し
ま
す
。

　
「
俳
句
は
、
季
語
と
字
数
の
制
約
の
中
で
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
も
の
で
す
。
制
約
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
苦
し
み
と
楽
し
み
の
両
方

が
あ
り
ま
す
。誰
か
ひ
と
り
に
で
も『
良
か
っ

た
よ
』
と
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
と
き
は
嬉

し
い
で
す
」と
、俳
句
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
参
加
方
法
を
尋
ね
る
と
、「
協
会
と
は
別
で

す
が
、俳
句
教
室（
中
央
公
民
館
）や
西
津
四
ツ

葉
句
会（
西
津
公
民
館
）も
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。俳
句
を
作
る
と
、
初
め
て
会
う
人
同
士

で
も
仲
良
く
な
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
」と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

登
山
の
楽
し
さ
の
普
及
を
目
的
に
活
動

す
る
小
浜
山
の
会
。会
長
の
古ふ

る
た
に谷
良り

ょ
う
じ治
さ
ん

（
62
歳・上
中
井
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
会
で
は
、
月
３
回
の
月
例
山
行
（
登
山
）

を
計
画
し
、
み
ん
な
で
県
内
の
山
や
日
本
ア

ル
プ
ス
に
登
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
人
を
対

象
に
し
た
募
集
登
山
や
、
登
山
道
の
整
備
、

Ｈ
Ｐ
上
で
周
辺
の
山
情
報
の
発
信
も
し
て
い

ま
す
」
と
、
普
段
の
活
動
を
話
し
ま
す
。

　

登
山
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
山
の
楽
し

み
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。『
百ひ

ゃ
く
め
い
ざ
ん

名
山
』
を
全
部

登
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
人
か
ら
、
風
景
写

真
を
撮
影
す
る
人
、
キ
ャ
ン
プ
や
食
べ
物
を

楽
し
む
人
。
そ
の
人
に
応
じ
た
楽
し
み
方
が

で
き
る
の
が
魅
力
で
す
ね
」
と
、語
り
ま
す
。

　
「
最
近
は
若
者
や
女
性
の
間
で
も
登
山
が

人
気
で
す
。
ひ
と
り
の
登
山
は
不
安
も
多
い

で
す
が
、
み
ん
な
で
山
に
登
る
の
は
と
て
も

楽
し
い
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し

い
で
す
」
と
、笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
の
楽
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ
！

制
約
の
中
で
楽
し
む

設立：昭和 48年

人数：16人

第19回尾崎放哉忌俳句

大会を5月7日㊌に常

高寺（浅間）で開催。受付

12時〜。参加費700円。

設立：昭和 37年

人数：42人

参加者募集中。毎月第1・3

水曜日20時からボランテ

ィアセンター（中央公民館

内）で開催の例会まで。

♠
ど
ん
な
性
格
？

　

明
る
く
て
お
も
し
ろ
い
で
す
　

♦
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

カ
ラ
オ
ケ
で
踊
っ
て
ま
す
♪

♣
趣
味
は
？

　

ゴ
ル
フ
と
ポ
コ
パ
ン（
L 

I 

N 

E  
ゲ
ー
ム
）で
す

♥
最
近
興
味
の
あ
る
こ
と
は
？

　

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ッ
ト
探
し
で
す

♠
好
き
な
タ
イ
プ
の
男
性
は
？

　

や
さ
し
く
、
た
の
も
し
く
、
ド
ラ
え
も
ん

　
み
た
い
な
人
で
す　

♦
結
婚
は
？

　

い
い
人
が
い
れ
ば
い
つ
で
も

♣
尊
敬
す
る
人
は
？

　
お
母
さ
ん
で
す
　

♥
ひ
と
り
ご
と
？

　

ゴ
ル
フ
を
い
っ
し
ょ
に
回
っ
て
く
れ
る
上

　
手
な
人
募
集
中
で
す

食で元気 問食のまちづくり課☎ 53・1000

轆
ろ く ろ や ま

轤山（若狭町）にて月例山行

　「女性が教育を受ける権利」を
命懸けで訴えた、マララ・ユス
フザイ。タリバンに銃撃されて
もなお、勇敢に闘った16歳の
少女の手記。国連本部でのスピ
ーチも収録された世界24カ国
で翻訳の話題作です！

わたしはマララ
マララ・ユスフザイ 著

　今日はおむすびさんちの田植
えの日。しゃけさん、たらこさ
ん、おかかさん、ほそまきさん
やおいなりさんもお手伝い。み
んなで田植えを始めましょう。
せっせのせ、せっせのせ…。する
と、そこにやってきたのは！？

おむすびさんちのたうえのひ
かがくい ひろし 作・絵

利用時間：10時〜19時（平日）、9時〜17時（土日）
※休館日は P21 のカレンダーをご覧ください

問市立図書館☎ 52・1042今月のおススメ本

「ペットボトル症
しょう

候
こう

群
ぐん

」

★
次
号
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
レ
ン
ズ
を
紹
介
予
定
で
す

★
次
号
は
、小
浜
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
紹
介
予
定
で
す

★

★

小
浜
山
の
会

小
浜
市
俳
句
作
家
協
会

次号は山王前二丁目の矢
や

野
の

修
しゅう

平
へい

さんにバトンタッチです

的
まと

場
ば

　明
あか

音
ね

 さん（27 歳・水取一丁目）

勤務先　福井トヨペット㈱小浜営業所
［
第
20
回
］

小浜市俳句作家協会の皆さん。前列中央が信谷さん

地元のいろんな人と関わって

輪を広げ仲良くなりたい！

句会の様子

雲城水（一番町）

　ペットボトル症候群とは、清涼飲料水などを短
期間に大量摂取することで起こる糖尿病に似た
状態のことです。水分補給として糖分を多く含む
飲料を大量に摂取すると、血糖値が急激に上昇し、
インスリンが不足します。この状態が続くと、昏

こん

睡
すい
など重

じゅう
篤
とく
な症状を引き起こします。患者の多

くがペットボトルで清涼飲料水を飲んでいたこと
からこの呼び方をしていまが、糖分を多く含む缶
コーヒーや缶ジュース、パック飲料などの甘い飲
料水も同様です。成人の糖分の摂取量の目安は、
1日に20g以下が望ましいとされていますので、
適量を摂るようにしましょう。
　やはり水分補給の主体は水です。小浜市には
「平成の名水百選」に選ばれている「雲

うん
城
じょう
水
すい
」

や「お水送り」で
有名な「鵜の瀬の
水」などのおいし
い自然の湧水が豊
富です。大地の恵
みに感謝しながら
大切にいただきま
しょう。

小浜山の会の皆さん（北アルプス・白
しろうまだけ

馬岳にて）。後列 1 番右が古谷さん



■ 5 月カレンダー
日 催し、イベント など 休館日 休日当番医

　1 日㊍
　2 日㊎ 10 時〜 お城祭り（3 日も・小浜神社ほか・若狭おばま観光案内所☎ 52・2082）

　3 日㊏㊗ 10 時〜 春の七輪焼き（道の駅若狭おばま☎ 56・3000）

市立図書館
市民サービス
コーナー

中山クリニック（多田）
☎ 56・5588

　4 日㊐㊗
10 時〜 さばバーガーを作ろう！（食文化館☎ 53・1000）
13 時〜 若狭子ども将棋名人戦（食文化館☎ 53・1000）
14 時〜 お楽しみかみしばい（食文化館☎ 53・1000）

★吉井医院（塩竈）
☎ 52・0028

　5 日㊊㊗
10 時〜 かしわ餅を作ろう！（食文化館☎ 53・1000）
11 時〜 豆つかみ大会！（食文化館☎ 53・1000）
13 時〜 はたらく車大集合（食文化館☎ 53・1000）

★田中病院（遠敷十丁目）
☎ 56・5353

　6 日㊋㊗ 西津診療所（北塩屋）
☎ 52・1560

　7 日㊌ 9 時 30 分〜 なかよしタイム※（子育て支援センター☎ 56・3386）温水プール

　8 日㊍
　9 日㊎ 19 時〜 議会報告会（西津・遠敷・今富公民館 ※詳細は P13）

 10 日㊏ 11 時〜、14 時 30 分〜 よんでよんでかみしばい（市立図書館☎ 52・1042）

 11 日㊐ ★にしお内科クリニック（南川町）
☎ 53・2407

 12 日㊊ 9 時 30 分〜 16 時 子育てワイワイ広場（健康管理センター） 温水プール
 13 日㊋ 9 時 30 分〜 すくすく広場（市内公立保育園・子育て支援センター☎ 56・3386） 市立図書館

 14 日㊌ 9 時 30 分〜 子育てサロン「子育て相談会」※（子育て支援センター☎ 56・3386）

 15 日㊍
 16 日㊎ 10 時〜 季節の調理体験※（食文化館 ※詳細は P15）

 17 日㊏ 10 時〜 季節の調理体験※（食文化館 ※詳細は P15）

 18 日㊐ 10 時 30 分〜 おはなし会（若図書学習センター☎ 52・2705）
11 時 10 分〜 わくわくこどもシアター（若図書学習センター☎ 52・2705）

市立図書館
市民サービス
コーナー

いちせクリニック（南川町）
☎ 53・2415

 19 日㊊ 10 時〜 季節の調理体験※（食文化館 ※詳細は P15） 温水プール
 20 日㊋ 市立図書館

 21 日㊌
9 時 30 分〜 のびのび広場「お外で遊ぼ（遠足ごっこ）」※
　　　　　　（子育て支援センター☎ 56・3386）
19 時 30 分〜 エスペラント語講座※（30 日も・働く婦人の家 ※詳細は P14）

 22 日㊍ 9 時〜 11 時 献血（小浜警察署・問社会福祉課）
12 時 30 分〜 16 時 献血（県若狭合同庁舎）

 23 日㊎
 24 日㊏

 25 日㊐ 6 時 30 分〜 一緒に登りませんか※（県若狭合同庁舎駐車場集合※詳細は P15）
9 時〜 17 時 休日納付窓口開設（税務課）

★木村医院（四谷町）
☎ 53・1260

 26 日㊊ 9 時 30 分〜 16 時 子育てワイワイ広場（健康管理センター） 温水プール
 27 日㊋ 市立図書館

※★印のついた医院が休
　日当番医の場合、杉田
　玄白記念公立小浜病院
　（大手町）で小児科医が
　休日診療を行います

 28 日㊌ 9 時 30 分〜 のびのび広場「5 月お誕生会」※（子育て支援センター☎ 56・3386）市立図書館

 29 日㊍
 30 日㊎ 20 時まで 夜間納付窓口開設（税務課）

 31 日㊏ 13 時 30 分〜 終活講座※（働く婦人の家 ※詳細は P15）

■各種相談日程
相談名 開催日 時間 会場 問い合わせ

出張年金相談
1 日㊍、8 日㊍、
15 日㊍、22 日㊍、
29 日㊍

10 時〜 15 時 文化会館 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9904

結婚相談 1 日㊍、15 日㊍ 9 時 30 分〜 11 時 30 分 文化会館 社会福祉課☎ 64・6011

家庭教育相談 3 日㊏、17 日㊏ 14 時〜 17 時 中央公民館 同☎ 53・1336

母乳育児相談 12 日㊊、26 日㊊ 10 時 30 分〜 11 時 30 分 健康管理センター 同☎ 52・2222

精神保健相談※ 13 日㊋、20 日㊋ 9 時 30 分〜 11 時 30 分 若狭健康福祉センター 同☎ 52・1300

心配ごと相談 14 日㊌ 13 時〜 16 時 総合福祉センター 社会福祉協議会☎ 56・5800

高齢者専門相談（法律）※ 15 日㊍ 13 時〜 16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

身体障がい者相談 16 日㊎ 13 時〜 14 時 公立小浜病院 社会福祉課☎ 64・6012

エイズ・肝炎相談、検査 19 日㊊ 9 時〜 10 時 30 分 若狭健康福祉センター 同☎ 52・1300

子育て相談 20 日㊋ 10 時〜 10 時 30 分受付 健康管理センター 同☎ 52・2222

行政相談 20 日㊋ 13 時 30 分〜 14 時 30 分 市役所 401 会議室 市民協働課☎ 64・6009

特設人権相談 21 日㊌ 13 時〜 15 時 働く婦人の家 法務局☎ 52・0238

広報おばま　平成 26. 5 ⓴㉑ 広報おばま　平成 26. 5

※印のついた相談は要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。※印のついた催しは要予約です。内容は変更される場合があります。

編 

集 

後 

記

●今回の特集で取り上げた「北陸新
幹線若狭ルート」は、私が幼少の
頃に大人たちが話していましたが、
あれからもう40年ほど経ちます▶
新幹線が通り大きく変わる小浜の
まちの姿を夢見てこれまで多くの
人が活動されています▶敦賀まで
の着工が認可され、すぐそこまで来
る新幹線、「夢物語で終わらせたく
ない」と熱く語った桂田さんの言
葉がとても印象に残りました（和）

●4月に入ってから「手
て ぎ ね

杵まつり」「和
わ

久
く り

里壬
み ぶ

生狂
きょうげん

言」と、伝統行事が続き
ました▶どちらも、練習など裏側も
取材させていただきました▶印象的
だったのが、伝統を受け継ごうと取
り組む地域の人々の姿▶「立派な歴
史、伝統を持つ会社でも人を得なけ
れば衰退する。歴史、伝統を生かす
のも人である」は、実業家・松

まつした

下幸
こう

之
の

助
すけ

の言葉▶歴史を背負い、今を生
きる人の姿は輝いていました（松）

人の動き（4月1日現在） 

・人口 30,763 人
　（前月比 -124 人）
　（前年同月比-368人）
　男性 14,997 人
　女性 15,766 人
　世帯数 11,832 世帯

・異動　転入 172 人
　　　  転出 267 人
　　　  出生 14 人　
　　　  死亡 43 人

広告募集中！！
　広報おばまに広告を掲載して
いただける方を募集しています。
（個人・企業は問いません）
料金　１カ月１万円
要件　広報おばま広告掲載取扱
　　　要綱に基づき、法令に違
　　　反しない、公の秩序また
　　　は善良な風俗に反しない
　　　などの制限があります
■問い合わせ　市民協働課☎64・6009

             小浜市小浜広峰 55
           ☎ (0770)52-0748

お墓ディレクターが承ります
お気軽にお問い合わせください

㈲杉田石材店

先祖供養のご相談は
是非当社へ！！ 
安心と信頼　
地元の石屋さん

インターネットは

おーちゃんネット

アフターサービス充実で　
トラブルもスピード対応

最大 200Mbps 3,780 円 （税込／月額）

　　　　　　　　    株式会社ケーブルテレビ若狭小浜
　　　　　   　　　　   Tel  0770-52-7202

市公式HPのバナー広告募集中
　市公式ホームページにバナー広告
を掲載していただける方を募集して
います。（個人・企業は問いません）
掲載期間　6月〜 9月
料　　金　１カ月１万円

※詳しい募集要件はホームページ
　をご覧いただくか、お問い合わ
　せください。
■問い合わせ　市民協働課☎64・6009



　

季
節
は
め
ぐ
り
、
新
た
な
春
に
。

　

９
年
間
途
絶
え
て
い
た
、
矢
代
区

の「
手て

ぎ
ね杵

ま
つ
り
」（
加
茂
神
社
ほ
か
）

が
、
区
民
の
熱
い
思
い
か
ら
、
鮮
や

か
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

和
久
里
区
で
は
、
６
年
に
一
度
の

無
言
劇「
和わ

く
り

久
里
壬み

ぶ生
狂き

ょ
う
げ
ん言」（

西
方

寺
）
が
奉
納
。
若
い
世
代
に
よ
る
30

年
振
り
の
面
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
行
事
の
復
活
と
継
承
の
現
場

を
写
真
で
お
届
け
し
ま
す
。

㉓ 広報おばま　平成 26. 5

手
杵
ま
つ
り

4
月
6
日【
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

広報おばま　平成 26. 5 ㉒
稽古
3日 28日

和久里壬生狂言
4月11日〜13日【国選択無形民俗文化財】

面づくり
3日 5日

「継承」

稽古
4日5日

「
復
活
」



菜の花畑（新保）
春の野

真っ青な空の下、黄色のじゅうたんが敷き詰められたような菜の花畑。ポカポ
カ陽気に菜の花の香り、陽春のさわやかな空気を満喫しました（4月15日撮影）
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月
2
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日
（
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）
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行

【特集】北陸新幹線若狭ルートの早期実現を目指して

上／足湯開きに招待され、早速お湯に足をつけ
る浜っ子こども園の園児（4 月 11 日・食文化館）
左上／「恋チュン」小浜バージョンの撮影に
市民ら約500人が参加（4月13日・翼のテラス）
左下／春の観光シーズンの幕開けとなる蘇洞門
開きに出航する遊覧船（4 月 12 日・川崎一丁目）

広報おばま　平成 26. 5 ㉔

ホッとフォト Hot Photo まちのニュースを写真でお届けします！

登録しよう！
防災メール

　
市
で
は
、
メ
ー
ル
で
災
害
や
避
難
の
情
報
を
知
ら
せ

て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://bousaiobam

a.
m

ail-dpt.jp/

）か
、下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電

話
で
読
み
取
り
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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